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「森・川・海」と ひと が共生する安らぎのまち

令和元年（2019年）

　月　　日号 第344号12 15

市勢功労者

石い
し
む
ら村

博ひ
ろ
よ
し義 

さ
ん
（
重
茂
・
77
歳
）

昭
和
44
年
５
月
に
消
防
団
に
入
団
以
来
、

37
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
火
災
予
防

お
よ
び
警
戒
活
動
を
行
い
、
地
域
住
民
の

防
火
意
識
の
高
揚
、
分
団
の
訓
練
指
導
な

ど
に
よ
り
組
織
力
強
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

治
安
功
労
者

　市は11月25日、公共の福祉と市勢の進展に尽くし、功績を残した方々を表彰する市
勢功労者表彰式を行い、令和元年度の市勢功労者４人の功績をたたえました。

令和元年度

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
自
治
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。対
象
と
な
る
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
事
業
で
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
１
団
体
が
助
成
事

業
の
採
択
を
受
け
、
活
動
に
必
要
な
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
実
施
内
容
　
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業

①
団
体
名　

田
鎖
自
治
会

②
助
成
金
額　

１
５
０
万
円

③
助
成
内
容　

地
域
活
動
備
品
（
音
響

資
材
（
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
・
ス
ピ
ー

カ
ー
・
マ
イ
ク
・
暗
幕 

他
）、
刈
払
機
、

発
電
機 

他
）
の
整
備

■
問
い
合
わ
せ　

市
環
境
生
活
課
協
働

安
全
係
（
☎
�
９
０
８
０
）

尾お
わ
り張

鈴す
ず
こ子 

さ
ん
（
宮
町
・
77
歳
）

平
成
２
年
に
国
勢
調
査
員
に
任
命
さ
れ
て

以
来
、
通
算
26
年
間
、
35
回
も
の
各
種
統

計
調
査
に
携
わ
り
、
そ
の
業
務
を
的
確
に

遂
行
し
、
統
計
業
務
の
発
展
お
よ
び
調
査

業
務
の
改
善
な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。

統
計
功
労
者

久く

ぼ

た

保
田
亮り

ょ
う
い
ち一 

さ
ん
（
刈
屋
・
76
歳
）

平
成
13
年
２
月
か
ら
平
成
30
年
６
月
ま
で
、

約
17
年
の
永
き
に
わ
た
り
農
業
委
員
を
務

め
、
農
地
行
政
の
適
正
な
執
行
、
担
い
手

支
援
な
ど
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
振
興
と

農
業
者
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
ま
し
た
。

自
治
功
労
者

山や
ま
ざ
き崎

郁い
く
こ子 

さ
ん
（
西
町
・
75
歳
）

平
成
７
年
12
月
か
ら
平
成
25
年
11
月
ま
で

お
よ
び
平
成
26
年
１
月
か
ら
平
成
28
年
11

月
ま
で
、
通
算
約
21
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
住
民

の
保
護
更
正
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

民
生
功
労
者

宝
く
じ
の
助
成
金
が

地
域
の
備
品
整
備
に

役
立
て
ら
れ
ま
し
た
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台風19号に関連する各支援情報について

　

こ
の
た
び
の
台
風
19
号
で
被
災
し
、

市
県
民
税
（
個
人
）
な
ど
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
減
免
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
、
市
県
民
税
（
個
人
）、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
を
一
括

し
て
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
付
場
所
／
期
間
／
時
間
　
▽
市
税

務
課
（
市
役
所
２
階
）
／
12
月
16
日
㈪

か
ら 

※
土
日
を
除
く
／
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
、
▽
田
老
総
合
事
務
所

／
18
日
㈬
〜
20
日
㈮
／
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

■
対
象　

下
記
【
表
】
の
と
お
り

■
用
意
す
る
物　

印
鑑
と
【
表
】
に
記

載
の
書
類

　

な
お
、
住
宅
に
半
壊
以
上
の
被
害
を

受
け
た
世
帯
に
対
す
る
減
免
に
つ
い
て
、

11
月
29
日
ま
で
に
「
罹り

災
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
た
世
帯
の
人
は
、
減
免
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
11
月
30
日

以
降
に
「
罹
災
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
た
世
帯
の
人
お
よ
び
、
ま
だ
「
罹
災

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
世

帯
の
人
は
減
免
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
の
減
免
額
よ
り
所
得
減
少
な

ど
、
他
の
事
由
に
よ
る
減
免
額
が
大
き

い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
減
免
額
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
は
、

世
帯
に
変
更
の
あ
っ
た
人
や
「
罹
災
証

明
書
」
の
申
請
日
な
ど
に
よ
っ
て
、
あ

ら
か
じ
め
減
免
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
申
請
を
お
願

い
し
ま
す

※
後
期
高
齢
医
療
保
険
の
免
除
に
つ
い

て
は
、
５
㌻
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

台
風
19
号
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　

市
は
、
こ
の
た
び
の
台
風
19
号
で
被
災
し
た
方
の
市
県
民
税
（
個
人
）、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

【
市
県
民
税・国
民
健
康
保
険
税
】市
税
務
課
市
民
税
係（
市
役
所
２
階
、☎
�
９
０
７
２
）

【
介
護
保
険
料
】
市
介
護
保
険
課
管
理
係
（
市
役
所
１
階
、
☎
�
９
０
８
５
）

【表】減免の対象と割合など
減免事由 減免割合 用意する書類

１　主たる生計維持者※が死亡した 全額免除 不要（転入などで、市が事実を確認できな
い場合のみ、確認のための戸籍謄本など）

２　主たる生計維持者※が重篤な傷病を負った 全額免除 罹災により１カ月以上の治療を要する
と認められる医師の診断書

３　主たる生計維持者※（国民健康保険税について
は被保険者を含む）の行方が不明である

全額免除（国民健康
保険税にかかる主た
る生計維持者以外の
被保険者の場合は、
当該被保険者分のみ
免除）

・遺族補償金や災害弔慰金などの支給
を受けたことが分かる書類の写し
・第三者（事業主、病院長、民生委員など）
の証明書

４　主たる生計維持者※の事業収入、不動産収入、
山林収入または給与収入（事業収入など）に減少が
見込まれ、次の全ての要件（介護保険料は❶❸の２
つの要件）に該当する
❶ 事業収入などのいずれか（介護保険は全て）の減
少額（保険金、損害賠償などにより補てんされるべ
き金額を控除した額）が前年の10分の３以上である
❷ 前年の合計所得金額が1,000万円以下である
❸ 減少することが見込まれる事業収入などにかかる
所得以外の所得の合計額が400万円以下である

減免額は各税（保険
料）によって異なり
ます

給与明細など、今年の収入を見込める
もの（不明の場合は、収入の状況を聞
き取りますので、内容の分かる人が申
請してください）

５　主たる生計維持者※が事業などを廃止または失
業をした 全額免除 本人からの申出書または事業主からの

解職証明書

６　住宅の全半壊または長期避難世帯となった
全壊または長期避難
世帯は全額免除、大
規模半壊または半壊
は２分の１免除

罹災証明書

※市民税（個人）は、「主たる生計維持者」を「納税義務者」と読み替える

広
報 2019.12.15 ❷
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令
和
元
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
税
額
の
う
ち
、

10
月
12
日
以
後
に
納
期
の
末
日
を
迎
え
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
次
の
額
を
減
額
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
減
免
を
受
け
る
場
合
に
は
申
請
が
必
要
で
す
が
、

罹り

災
証
明
な
ど
で
被
災
し
た
土
地
お
よ
び
家
屋
と
確

認
で
き
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

■
台
風
に
よ
る
浸
水
な
ど
（
※
）
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
家
屋
と
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
場
合

　「
全
額
減
免
」

※
「
浸
水
な
ど
」
と
は
、
河
川
や
下
水
路
な
ど
の
氾

濫
な
ど
に
よ
る
浸
水
、
土
砂
流
入
を
い
い
ま
す

■
浸
水
な
ど
に
よ
る
被
害
以
外
の
「
土
地
」
の
場

合
　
【
表
１
】
の
と
お
り

■
浸
水
な
ど
に
よ
る
被
害
以
外
の
「
家
屋
」
の
場

合
　
【
表
２
】
の
と
お
り

■
被
害
を
受
け
た
「
償
却
資
産
」
の
場
合

　
【
表
３
】
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ

　

市
税
務
課
資
産
税
係
（
市
役
所
２
階
、
☎
�
９
０

７
３
）

台
風
19
号
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

【表１】
　浸水などによる被害以外の「土地」の場合

被害の程度（被害面積が当該土
地の面積に対する割合）

減免の割合

10分の８以上 全額減免

10分の６以上10分の８未満 10分の８

10分の４以上10分の６未満 10分の６

10分の２以上10分の４未満 10分の４

【表２】
　浸水などによる被害以外の「家屋」の場合

被害の程度 減免の割合

全壊 全額減免

大規模半壊 10分の８

半壊 10分の６

【表３】
　被害を受けた「償却資産」の場合

被害の程度 減免の割合

１　全壊、流失、埋没などで償却資
産の原形をとどめない場合または復
旧不能の場合

全額減免

２　主要構造部分が著しく損傷し、
大規模修理を必要とする場合で、当
該償却資産の価格の10分の６以上の
価値を減じたとき

10分の８

３　使用目的を著しく損じた場合で、
当該償却資産の価格の10分の４以上
10分の６未満の価値を減じたとき

10分の６

４　使用目的を損じ、修理または取
り替えを必要とする場合で、当該償
却資産の価格の10分の２以上10分の
４未満の価値を減じたとき

10分の４

法
人
市
民
税

の
減
免
に
つ

い
て

　
台
風
19
号
に
よ
り
、
市
内
の

事
務
所
な
ど
に
被
害
を
受
け
た

法
人
は
、
被
害
の
程
度
に
応
じ

て
法
人
市
民
税
の
均
等
割
に
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象

　
10
月
12
日
か
ら
令
和
２
年
10

月
11
日
㈰
ま
で
の
間
に
、
申
告

納
付
期
限
が
到
来
す
る
法
人
の

市
民
税
均
等
割

■
損
壊
の
程
度
／
減
免
の
割
合

▽
事
務
所
な
ど
が
全
壊
、
大
規

模
半
壊
ま
た
は
半
壊
の
場
合
／

全
額
減
免

▽
事
務
所
な
ど
が
一
部
損
壊
の

場
合
／
10
分
の
５

■
申
請
の
方
法

　
「
法
人
市
民
税
減
免
申
請
書
」

に
「
宮
古
市
発
行
の
罹
災
証
明

書
（
写
し
）」
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
市
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役

所
２
階
、
☎
�
９
０
７
２
）

固
定
資
産
税
の
減

免
に
つ
い
て
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■
対
象

　

10
月
12
日
に
台
風
19
号
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
事
に
よ
っ
て
、【
表
】
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
市
国
民
健
康
保
険
、
市
介
護
保
険

の
加
入
者

▽
【
表
】
❶
に
該
当
す
る
人
で
、
11
月
29
日

ま
で
に
罹り

災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
世
帯

の
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
介
護
保
険
加
入
者

は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
12
月
中

に
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
世
帯
に
変
更
が
あ
っ
た
人
や
、
罹
災
証
明

書
の
交
付
日
な
ど
に
よ
っ
て
郵
送
の
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

▽
【
表
】
の
❶
に
該
当
す
る
人
で
、
11
月
30

日
以
降
に
罹
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
場

合
／
ま
だ
罹
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
場
合
／
【
表
】
❷
〜
❺
に
該
当
す
る
場

合
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
受
付
場
所
／
期
間
／
時
間

▽
市
総
合
窓
口
課
、
市
介
護
保
険
課
／
12
月

16
日
㈪
か
ら
（
土
日
を
除
く
）
／
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
田
老
総
合
事
務
所
／
12
月
18
日
㈬
〜
20
日

㈮
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
用
意
す
る
物

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、【
表
】
に
記
載
の
書

類※
免
除
対
象
者
で
、
す
で
に
医
療
機
関
に
一

部
負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
払
い
戻
し

の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。領
収
書
、

保
険
証
、
印
鑑
、
振
込
先
の
口
座
が
分
か
る

も
の
を
持
参
し
、
市
総
合
窓
口
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い

※
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
利
用
料
を

支
払
っ
た
場
合
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て
は
、

市
介
護
保
険
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

台
風
19
号
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

医
療
費
の
一
部
負
担
金
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
免
除
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
の
加
入
者
は
、
医
療
機
関
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
窓

口
負
担
の
免
除
を
受
け
る
場
合
、
免
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。
免
除
証
明
書
の
申
請
方
法
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

【
国
民
健
康
保
険
】
市
総
合
窓
口
課
国
民
健
康
保
険
係
（
市
役
所
１
階
、
☎
�
９
０
７
５)

【
介
護
保
険
】
市
介
護
保
険
課
管
理
係
（
市
役
所
１
階
、
☎
�
９
０
８
５
）

台風19号に関連する各支援情報について

【表】対象・必要書類一覧

対象 必要書類

❶住宅が半壊以上の被害を受
けた方

・罹災証明書

❷世帯の主たる生計維持者が
死亡し、または重篤な傷病を
負った方

【死亡の場合】
・不要（転入などで市が事実確認できな
い場合のみ、確認のための戸籍謄本など）

【重篤な傷病の場合】
・罹災により１カ月以上の治療を
要すると認められる医師の診断書

❸世帯の主たる生計維持者の
行方が不明な方

・遺族補償年金などの支給決定通知書の写し
・左記理由により、災害弔慰金の支給を受けたことが分かる書類の写し
・第三者（事業主、病院長、施設長、民生委員など）の証明書

❹世帯の主たる生計維持者（介
護はサービス利用者を含む）
が業務を廃止し、または休止
した方

・公的に交付される書類のうち、事実確認が可能なもの（税務署に提出され
る廃業届、異動届の写しなど）
・事業主などによる証明書（公的に発行される書類での確認が困難な場合）

❺世帯の主たる生計維持者（介
護はサービス利用者を含む）
が失職し、現在収入がない方

・雇用保険受給資格者証（災害による離職）
・事業主などによる証明書（公的に発行される書類での確認が困難な場合）

広
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台
風
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の

医
療
費
の
一
部
負
担
金
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
な
ど

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

・
市
総
合
窓
口
課
医
療
給
付
係
（
市
役
所
１
階
、
☎
�
９
０
７
６
）

・
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
１
９
・
６
０
６
・

７
５
０
０
）

【表１】医療費の一部負担金減免の対象と必要書類
減免事由 必要な書類

①住家の全壊、大規模半壊または半壊 ▷罹災証明書
②主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病 ▷死亡診断書　▷医師の診断書 など
③主たる生計維持者が業務を廃止または休止 ▷公的機関への休業・廃止届書 など
④主たる生計維持者が失職し、収入なし ▷雇用保険の受給資格証　▷事業主等による証明 など

【①〜④共通事項】
・減免割合：100％
・免除期間：10月12日から令和２年１月31日㈮診療分まで
・申請期限：令和２年１月31日㈮（還付申請は令和２年２月29日㈯まで）
※支払い済みの医療費一部負担金の還付を申請する場合は、振込先の口座が確認できるものを添付してください
※東日本大震災の被災により現在免除を受けている方は、申請不要です
※平成28年台風第10号豪雨災害の被災により現在医療給付を受けている方は、申請が必要です

【表２】保険料の減免対象と必要書類
減免事由 減免割合 必要な書類

①主たる生計維持者の住家が全壊 100％ ▷罹災証明書　②主たる生計維持者の住家が大規模半壊または半壊 50％
③主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病 100％ ▷死亡診断書　▷医師の診断書 など

④主たる生計維持者が業務を廃止または失業 100％ ▷公的機関への休業・廃止届書　▷雇用保険
の受給資格証　▷事業主等による証明 など

⑤主たる生計維持者の事業収入などにおける損失
額が、前年の事業収入などの30％以上、かつ、前
年中の合計所得が1,000万円以下

前年中の合計
所得（1,000万
円以下に限る）
に応じて20％
〜100％

▷後期高齢者医療保険料徴収猶予・減免調査
書（世帯全員の前年所得額、今後の所得見込
額と、保険金や共済金等の補てん額をご記入
いただきます）

【①〜⑤共通事項】
・減免対象：令和元年度の納期未到来分の保険料
・申請期限：令和元年度納期限前
※減免事由により減免割合が異なりますので、複数の減免事由に該当する場合は受付場所で相談してください

■
対
象
　【
表
１
】【
表
２
】
の
と
お
り

■
受
付
場
所
　
市
総
合
窓
口
課
医
療
給
付
係

■
用
意
す
る
物
　
被
保
険
者
証
、
印
鑑
お
よ
び
【
表
１
】【
表
２
】

に
掲
げ
る
書
類

■
申
請
方
法

▽
11
月
29
日
ま
で
に
罹り

災
証
明
書
（
半
壊
以
上
）
の
交
付
を
受
け

た
人
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
記
入
・
押
印
の
う
え
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
罹
災
証
明
書
の
交
付
日
が
11
月
30
日
以
降
の
人
や
、
住
宅
の
被

災
以
外
の
事
由
に
該
当
す
る
人
は
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
受
付

場
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
部
負
担
金
免
除
対
象
者
で
、
す
で
に
医
療
機
関
な
ど
に
一
部

負
担
金
を
支
払
い
済
み
の
場
合
は
、
還
付
申
請
も
併
せ
て
受
け
付

け
ま
す

2019. 12. 15

台
風
19
号
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
一
部

負
担
金
・
保
険
料
の
減

免
に
つ
い
て

※住家とは、被災時に現に居住していた住宅又は家財をいいます。居住していない倉庫、小屋、別荘、過去に
住んでいた住宅は該当しません（【表１】、【表２】共通）
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「東日本大震災」「平成28年台風10号豪雨災害」の被災者の皆さんへ 

医療費の一部負担金などの免除期間を延長
一定の要件を満たした被災者の方で次の支援措置を受けている方への支援を延長します。

　　❶国民健康保険の一部負担金の免除
　　❷後期高齢者医療の一部負担金の免除・助成
　　❸介護サービス利用料の免除
　　❹障がい福祉サービスなどの利用料の免除
　　❺学童の家などの使用料の免除【平成28年台風10号のみ】

令和２年12月31日㈭
　　  まで期間延長!!

❶国民健康保険の一部負担金の免除について
❷後期高齢者医療の一部負担金の免除・助成について

■対象者　国民健康保険の加入者または後期高齢者医療
保険の加入者で、東日本大震災あるいは平成28年台風10
号豪雨災害により「家屋の全半壊」「生計維持者の死亡
または行方不明」などのため医療費の一部負担金を免除
または助成されている人
※免除対象者には12月中に証明書を郵送しますので、あ
らためて申請する必要はありませんが、震災を理由に業
務の休廃止や失職をした人は申請が必要です
■問い合わせ　市総合窓口課国民健康保険係（☎68−
9075）、同課医療給付係（☎68−9076）

❹障がい福祉サービスなどの利用料の免除について

■対象者　居宅介護など、補装具、自立支援医療（更生
医療・育成医療）、地域生活支援事業といった障がい福
祉サービスなどの利用者で、利用料（自己負担）が発生
し、東日本大震災あるいは平成28年台風10号豪雨災害に
より次のいずれかの要件に該当する人

【災害損失】家屋が全壊・大規模半壊・半壊
【収入減少】収入の減少額が被災前収入の10分の３以上
※免除を受けるための必要な手続きについては問い合わ
せてください
※免除期間は令和２年12月サービス利用分までとなりま
す
■問い合わせ　市福祉課障がい福祉係（☎68−9135）

❺学童の家などの使用料の免除について
【平成28年台風10号豪雨災害の被災者のみ】

■対象者　学童の家、児童館、へき地保育所を利用する
児童が居住する世帯で、平成28年台風10号豪雨災害によ
る被害を受け、学童の家などの使用料の免除を受けてい
る人
※あらためての手続きは不要です
■問い合わせ　市こども課子育て支援係（☎68−9084）

❸介護サービス利用料の免除について

■対象者　介護保険の加入者で、東日本大震災あるいは
平成28年台風10号豪雨災害により「家屋の全半壊」「生
計維持者の死亡または行方不明」などのため介護サービ
ス利用料を免除されている人
※対象者には新しい認定証を12月中に郵送しますので、
あらためて手続きする必要はありません。ただし、免除
要件に該当しなくなった場合は届け出をしてください
■問い合わせ　市介護保険課管理係（☎68−9085）

■
対
象
者
　
居
宅
介
護
な
ど
、

補
装
具
、
自
立
支
援
医
療
（
更

生
医
療
・
育
成
医
療
）、
地
域

生
活
支
援
事
業
と
い
っ
た
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用

者
で
、
利
用
料
（
自
己
負
担
）

が
発
生
し
、
台
風
19
号
災
害
に

よ
り
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
す
る
人

【
災
害
損
失
】
家
屋
が
全
壊
・

大
規
模
半
壊
・
半
壊

【
収
入
減
少
】
収
入
の
減
少
額

が
被
災
前
収
入
の
10
分
の
３
以

上※
免
除
を
受
け
る
た
め
の
必
要

な
手
続
き
に
つ
い
て
は
担
当
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
（
市
役
所
１
階
、

☎
�
９
１
３
５
）

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
利
用
料

を
免
除
し
ま
す

農
業
用
施
設
・
機
械
に
被
害
を
受
け
た

農
業
者
へ
の
支
援
事
業
を
行
い
ま
す

■
対
象
　
①
農
作
物
の
生
産
お

よ
び
生
産
し
た
農
作
物
の
加
工

に
必
要
な
施
設
並
び
に
そ
の
附

帯
施
設
の
再
建
・
修
繕
、
②
農

業
用
機
械
お
よ
び
生
産
し
た
農

作
物
の
加
工
に
必
要
な
機
械
の

取
得
・
修
繕

■
助
成
率　

①
に
つ
い
て
は
国

が
園
芸
施
設
共
済
加
入
の
場
合

で
最
大
２
分
の
１
、
未
加
入
の

場
合
で
最
大
10
分
の
３
、
残
り

を
県
と
市
が
一
部
負
担

②
に
つ
い
て
は
、
見
込
み
で
国

が
２
分
の
１
、
県
と
市
が
６
分

の
１（
自
己
負
担
は
６
分
の
１
）

■
留
意
点　

再
建
や
取
得
は
、

被
災
前
の
施
設
な
ど
と
同
種
・

同
規
模
・
同
機
能
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

■
そ
の
他　

す
で
に
復
旧
済
み

の
場
合
で
も
被
害
を
受
け
た
日

以
降
の
取
り
組
み
・
着
工
で
あ
れ

ば
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
復
旧

前
後
の
写
真
、発
注
書
、契
約
書
、

納
品
書
、
請
求
書
、
領
収
書
な

ど
の
証
拠
書
類
が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
限　

12
月
25
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ　

市
農
林
課
農

政
係
（
☎
市
役
所
２
階
、
�
９

０
９
４
）

台
風
19
号
で
被
災
さ
れ
た
方
へ
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み
ん
な
の
力
で
地
域
を
創
る

令
和
２
年
度
地
域
創
造
基
金
事
業
募
集

　「
宮
古
市
地
域
創
造
基
金
」
は
、
地
域
に
お
け
る
住
民
の
連
帯
強
化
お
よ
び

地
域
の
振
興
を
図
り
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
に
資
す
る
事
業
に
対
し
、
そ
の

事
業
経
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

事
業

事
業
内
容

▽
各
地
域
自
治
区
の
住

民
の
連
帯
強
化
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
事
業

①
地
域
の
自
主
的
な
活
動
、
②
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、

③
自
治
会
な
ど
の
組
織
づ
く
り
お
よ
び
活
動
支
援
、

④
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
お
よ
び
活
動
支
援
、
⑤
そ

の
他
地
域
協
議
会
が
必
要
と
認
め
る
事
業

▽
各
地
域
自
治
区
の
地

域
の
振
興
に
資
す
る
と

認
め
ら
れ
る
事
業

①
地
域
自
治
区
の
振
興
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
②
地
域

文
化
の
伝
承
な
ど
、
③
地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
の
育
成

支
援
、
④
そ
の
他
地
域
協
議
会
が
必
要
と
認
め
る
事
業

■
事
業
実
施
時
期　

令
和
２
年
４
月

１
日
㈬
〜
令
和
３
年
３
月
20
日
㈯

■
応
募
資
格
　
市
内
に
所
在
す
る
団

体
（
自
治
会
、
実
行
委
員
会
な
ど
）

■
応
募
期
限　

令
和
２
年
１
月
10
日
㈮

■
応
募
方
法　

各
地
域
自
治
区
事
務

所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
所
要
事

項
を
記
載
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
業
内
容

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

※
申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ahttps://w

w
w

.city.m
iyako.

iw
ate.jp/kikaku/chii

kisozokikin.htm
l

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
例
年
と
申
請
書
を
変
更
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
留
意
事
項　

①
地
域
協
議
会
で
の

審
査
を
経
て
、
採
択
と
な
り
ま
す
。

②
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、
年
度
途

中
で
再
募
集
し
ま
す
。
③
予
算
に
上

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
算
が
な
く

な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み　

▽
宮
古
地
域
自
治
区
（
市
企
画
課
企

画
調
整
係
、
市
役
所
４
階
、
〒
０
２

７
・
８
５
０
１
住
所
不
要
、
☎
�
９

０
６
４
） 

▽
田
老
地
域
自
治
区
（
市
田
老
総
合

事
務
所
地
域
振
興
係
、
〒
０
２
７
・

０
３
０
１
田
老
字
館
が
森
１
２
９
の

２
、
☎
�
２
１
１
１
） 

▽
新
里
地
域
自
治
区
（
市
新
里
総
合

事
務
所
地
域
振
興
係
、
〒
０
２
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２
１
０
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☎
�
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１
１
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） 
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井
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域
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市
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０
２
８
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２
３
０
２
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井
２
の
１
８
６
の
１
、

☎
�
２
１
１
１
）

宮古地区広域行政組合【事務局
技術職員】を募集します
■募集職種　技術職員（初級機械）
■業務内容　ごみ・し尿処理およびリサイクル施設
全般の管理
■採用予定人数　１人
■第１次試験日時　令和２年１月26日㈰午前10時
※最終試験は２月中旬ごろ実施
■試験場所　宮古地区広域行政組合事務局
■受験資格　平成元年４月２日以降に生まれた人
で、高校卒業以上の学歴を有する人
※その他欠格事項あり。詳しくは要項を確認してく
ださい
■申し込み方法　受験申込用紙に必要事項を記入
し、持参または郵送
※申込用紙および試験要項は12月16日㈪から、宮
古地区広域行政組合事務局、市総務課（市役所４階）、
田老・新里・川井の各総合事務所、山田町・岩泉
町・田野畑村の各役場で配布するほか、組
合ホームページ（Bhttp://www.miyako-
kouiki.jp)からもダウンロードできます
■申込受付期間　12月16日㈪～令和２年１
月10日㈮午後５時15分
※土日および12月30日㈪～令和２年１月３日㈮を除
く
■申し込み　宮古地区広域行政組合事務局総務課庶
務係（〒027ｰ0058千徳14の121の５、☎64ｰ2011）

みやこの鮭大漁祈願祭

　例年開催している「元祖宮古鮭まつり」が鮭
の不漁により中止となりました。豊漁を祈願し
て鮭づくしのイベントを開催します。
■日時　12月22日㈰午前11時〜午後２時30分
■場所　宮古駅前広場　
■内容　▷パンチ佐藤トークショー＝午前11時
15分・午後１時30分、▷サーモンくん・みやこ
ちゃん写真撮影会＝正午、▷餠まき＝正午・午
後２時、▷無料お振る舞い 鮭汁（先着150人）、
甘酒（先着200人）＝午後０時30分、 ▷お楽し
み抽選会＝午後１時15分、▷黒森神楽＝午後１
時45分 ほか
■特記事項　▷宮古鮭まつり小学生図画コン
クール入賞作品を展示（イーストピアみやこ２
階） ▷鮭関連商品の販売
■問い合わせ　一般社団法人宮古観光文化交流
協会（☎62−3534）

昨年の「元祖宮古鮭まつり」の鮭汁お振る舞いの様子
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HEALTH

康プラザ健
宮古保健センター（イーストピアみやこ内、☎64－0111）／田老保健センター
（☎87－2975）／新里保健センター（☎72－3500）／川井保健センター（☎
76－2036）／宮古保健所（☎64－2218）／こども救急相談電話（午後７時
〜11時、☎019－605－9000、携帯電話からは♯8000）

　血圧測定、尿検査、個別相談などを行います。気軽にお越しください。
■問い合わせ　各保健センター

健康相談日程

子どもの健康診査・相談日程

男の筋力アップ運動教室

種類 対象児 期日 受付時間

１歳児《相談》

平成30年11月生まれ
平成30年12月生まれ 1/ 8㈬

 9:00〜 9:15
平成30年12月生まれ
平成31年１月生まれ 1/29㈬

１歳６カ月児（診査）
平成30年６月生まれ 1/ 8㈬

13:00〜13:15平成30年６月生まれ
平成30年７月生まれ 1/22㈬

２歳児《相談》 平成29年12月生まれ
平成30年１月生まれ 1/15㈬  9:00〜 9:15

２歳６カ月児《相談》 平成29年５月生まれ
平成29年６月生まれ 1/22㈬  9:00〜 9:15

３歳児（診査）
平成28年９月生まれ 1/15㈬

13:00〜13:15平成28年９月生まれ
平成28年10月生まれ 1/29㈬

　対象者には個人通知をしていますが、まだ受診していない人は、都合
の良い日程で受診しましょう。　　　　■問い合わせ　各保健センター

　市では、市民の皆さんが地域で元気に暮らすことができるよう、介護
予防事業に取り組んでいます。みんなで楽しくプチ講義を受けたり、健
康運動指導士による運動指導を受けたりしてみませんか？
■期日　令和２年１月22日㈬～３月25日㈬の毎週水曜日、全10回
■時間　午後１時30分～３時30分
■場所　イーストピアみやこ２階運動スタジオ
■内容　専門職による介護予防プチ講義と健康運動指導士の運動指導
■対象／定員　市内在住の65歳以上の男性／先着30人
■参加料　無料
■用意するもの　飲み物、タオル、上履き、運動しやすい服装
■申し込み方法　申し込み先に電話
■その他　途中からの参加も可能です
■申し込み　市介護保険課地域包括支援センター（☎68−9086）

地
域 期日 時間 場所 講座など

田
老

12/23
㈪ 13:30〜14:30 神田地区集会施設 ▶骨密度測定（※１）

▶講話「糖尿病予防について」

12/26
㈭ 13:30〜14:30 大平地区消防屯所

（29分団）
▶体組成計による筋肉量、脂肪
量などの計測（※１、※２）
▶講話「糖尿病予防について」

■日時　１月７日㈫午後１時
〜３時30分
■場所　宮古保健センター
■内容　調理実習①宮古産い
ちご使用「クレープ」、②郷
土のおやつ「豆すっとぎ」
■対象　小学３年生から６年
生
■定員　先着15人
■参加料　200円
■用意する物　エプロン、三
角巾、上履き
■申込受付開始日　12月19日
㈭午前10時
■申し込み　宮古保健センタ
ー（☎64−0111）

小学生の冬休み
おやつクッキング

（※１）素足になれる服装でお越しください
（※２）ペースメーカー埋め込みの人は使用できません

　相談や仲間づくりなど、妊
産婦さんのサポートを目的と
したサロンです。
■期日　12月24日㈫
■時間／内容　❶午前10時〜
正午／助産師健康相談（血圧
測定や乳児体重測定、育児相
談など）❷午後１時〜３時／
離乳食教室（後期）
※❶は定員なしで申し込み不
要です。❷は定員10人ほどで
12月19日㈭までに申し込みが
必要です
■場所　❶イーストピアみや
こ２階和室❷宮古保健センタ
ー
■対象　妊婦、産後１年未満
の産婦と乳児
■持ち物　母子健康手帳
※❷に参加する人はエプロ
ン、三角巾、おんぶひも、バ
スタオル
■申し込み　宮古保健センタ
ー（☎64−0111）

産前・産後サポート事業
「すまいるママサロン」
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※記事掲載を希望する場合は、市秘書広報課広報係（☎68−9065）まで問い合わせください。
広報１月15日号の原稿締め切りは12月17日㈫です
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informationinformation

おめでたおくやみ
11/16～11/30（届け出順・敬称略）

♡結婚したお二人♡
畠山郁弥・菊池あゆ美＝磯鶏西
佐々木知哉・上部桂子＝近内二丁目
板倉悠悟・澤田　空＝宮園
大久保　駿・山崎麗羅＝崎山二
今村祐貴・佐々木　雅＝西ヶ丘四丁目
青笹　諒・山崎　恵＝藤原一丁目
馬場貴大・才無左映美＝下在家
山﨑稜介・山口早弥＝小角柄

■亡くなった方■
八重樫　悦　（74）日の出町
E地政男　　（85）藤原上町
前川ミサ　　（91）大付
中嶋富雄　　（93）  新町下（津軽石）
齋藤チヤ　　（91）上村二丁目
伊藤京子　　（69）藤畑
中里久美江　（84）片巣
川内次男　　（92）川内
佐々木エイ　（94）佐羽根
山本猛夫　　（84）重津部
木村ヨイ子　（82）追切
千葉キヨミ　（98）小堀内
巢内キヌヱ　（91）川井
三田地恭平　（83）太田二丁目
髙橋辰雄　　（79）川内
豊間根盛行　（72）長根四丁目
日戸忠治　　（91）光岸地
山下敬市　　（61）金浜１
駒米スエ　　（70）田の神二丁目
金澤賢二　　（82）藤の川
三浦順子　　（82）日の出町
金澤テル　　（98）港町
大類房子　　（79）長沢一
三上キヌ　　（91）和見町
相良ミヤ　　（79）佐原一丁目
田代カヨ　　（89）和見町
伊藤　章　　（85）小山田二丁目
佐々木　巖　（94）八木沢一丁目
山根タイ子　（86）赤前上
舘下和子　　（80）  新町上（津軽石）
中村リウ　　（89）八木沢四丁目
伊東イシ　　（93）花輪三

生まれた赤ちゃん
堀合将生（まさき）　　板屋三丁目（北斗）
前川流明（りゅうめい）女遊戸      （裕弥）
畠山椛鈴（かりん）　　蟇目         （大輔）
山口凌雅（りょうが）   蟇目         （幸一）
岡澤茜凛（あかり）　　 近内四丁目（佑哉）
漆田七星（ななせ）　　山口三丁目（陸）
大村奏汰（かなた）　　 宮町一丁目（清志）
鈴木善太（ぜんた）　　 佐原一丁目（健太）

kakunin.html）から登録してください。
※火災に関する情報は、宮古地区広
域行政組合消防本部で配信している
「宮古地区消防防災情報」に登録し
てください
■コンテンツ名　防災みやここうほう
■問い合わせ　市危機管理課防災係
（☎68-9111）

県民手帳、県能率手帳の
2020年版を販売しています

総務課

●県民手帳（サイズ＝14㌢×8.5㌢、
色＝キャメル）／ 700円（税込）
●県能率手帳（サイズ＝14.4㌢×9.5
㌢、色＝ブラック）／ 800円（税込）
■市内の販売店　宮古市職員生協
（市役所別館２階）、各総合事務所・
出張所、市内書店、ＤＣＭホーマッ

ク市内店舗、ジョイス宮古千徳店
■問い合わせ　市総務課統計係（☎
68-9063）

離職者等資格取得訓練・就業支援
事業「パソコン基礎科」受講生募集

宮古職業訓練協会

　宮古市離職者等資格取得訓練・就
職支援事業の受講生を募集します。
　詳しくは問い合わせてください。
■実施期間　令和２年１月15日㈬～
３月13日㈮
■時間　午前９時～正午
■取得資格　コンピュータサービス
技能評価試験（表計算部門３級）
■対象　宮古市民（離職者優先）
■募集期限　令和２年１月７日㈫
■問い合わせ　宮古職業訓練協会
（☎63-6688）

※
届
け
出
の
際
、
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
場
合
に
載
せ
て
い
ま
す

図書館からの
お知らせ

市立図書館（☎62-2414）、田老分室（☎87-2976）、
新里分室（☎72-2019）、川井分室（☎76-2167）

■休館日　月曜日、12月29日㈰～令和２年１月３日㈮
※市立図書館・川井分室は１月13日㈪は開館し、14日㈫に休館します
■開館時間　午前９時～午後５時　
※市立図書館のみ水～土曜日（祝日は除く）は午後７時まで開館しています

移動図書館車「なぎさ号（宮古地域）」運行日程
期
日 場　所 駐車時間 期

日 場　所 駐車時間

12
月
25
日
、
１
月
８
日
㈬

旧愛宕小学校
鍬ヶ崎小学校正門前
市営港町住宅
田鎖公民館前
花輪農村文化伝承館前
松山・松山荘前

10:00～10:30
10:50～11:15
11:25～11:40
13:40～14:00
14:10～14:30
14:45～15:30

12
月
18
日
、
１
月
15
日
㈬

長根・東北電力宮古アパート前
近内消防屯所前
太田・県職員千徳宿舎前
日の出町・市営住宅１号棟前
佐原地区センター前
佐原・市営住宅前

  9:50～10:20
10:30～10:50
11:00～11:20
13:40～14:10
14:25～14:55
15:00～15:30

12
月
26
日
、
１
月
９
日
㈭

宮園自治会センター
ジョイス駐車場
根市・雲南沢入口
花原市・華厳院前

11:00～11:30
13:30～14:15
14:30～14:50
15:00～15:20

12
月
19
日
㈭

上村地区会館付近
磯鶏駅前
三社タクシー磯鶏営業所付近
高浜・村上氏宅前
津軽石・藤畑公民館前
津軽石・清寿荘前

  9:50～10:20
10:30～11:00
11:10～11:40
13:50～14:10
14:30～14:45
14:55～15:40

12
月
27
日
、
１
月
10
日
㈮

藤の川・上野商店付近
国土交通省官舎前
長根・青猿神社付近
市営近内住宅
西ヶ丘二丁目県営住宅駐車場

10:30～10:50
11:00～11:30
13:40～14:00
14:15～14:35
14:50～15:40

12
月
20
日
㈮

津軽石駅前
津軽石学童の家前
津軽石・新町公民館付近
八木沢・市営住宅駐車場
八木沢・元ショッピング駐車場
藤原公害試験室前

10:00～10:30
10:40～11:00
11:10～11:40
13:30～13:45
13:55～14:10
14:25～14:40

１
月
11
日
㈯

県営磯鶏アパート
赤前・柳澤商店付近
重茂・里
笹見内・河原商店付近
小角柄・佐々木商店付近

10:40～11:10
11:30～11:50
13:30～14:00
14:15～14:35
14:50～15:10

12
月
21
日
、
１
月
４
日
㈯

生協西ヶ丘店前
にしがおか公園付近
崎山・16分団屯所付近
崎山小学校
女遊戸・前川酒店前
赤坂ヘリポート付近

10:00～10:30
10:45～11:40
13:40～14:00
14:10～14:30
14:45～15:05
15:20～15:40
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お知らせ

　宮古市災害義援金は、昨年配布し
た時と同じ対象者・同じ口座に振り
込みますので、あらためて申請手続
きをする必要はありません。
※振り込み先の口座に変更がある場
合のみ、下記の問い合わせ先に連絡
してください
■交付内容　
①東日本大震災の被災者の方
義 援 金
の種類

死亡・行
方不明

住 宅 の
全壊

住 宅 の
半壊（※）

単位 １人 １世帯 １世帯
国・県
など 6,000円 6,000円 4,000円

市 2,000円 2,000円 1,000円
合計 8,000円 8,000円 5,000円

※大規模半壊を含む
②振込日　12月25日㈬
■問い合わせ　市環境生活課被災者
支援室（☎68-9109）

宮古市総合計画案に対する意見を
募集します

市企画課

　皆さまの声をお聞きしながら市の
まちづくりの指針となる計画を作成
しています。計画案に対する意見を
募集します。
■募集期間　12月16日㈪～令和２年
１月10日㈮必着
■閲覧場所　イーストピアみやこ１階
正面玄関横、各総合事務所・出張所、
中央公民館分館、市民文化会館、市
立図書館、勤労青少年ホーム、男女共
生推進センター（フラットピアみやこ）、
総合福祉センター、市民総合体育館、
田老公民館、田老診療所、新里生涯
学習センター（玄翁館）、新里診療所
※市のホームページ（Ahtt
ps://www.city.miyako.iwa
te.jp/kikaku/sougoukeika
ku_pc.html）でも閲覧出来ます

■提出方法　任意の様式に住所、氏
名（団体名）、電話番号を記入のうえ、
閲覧場所に備え付けの提言箱に入れ
るか、郵送、ファクス、電子メール
のいずれかで提出
■提出意見の取り扱い　計画策定の
参考にします。また、意見概要とこ
れに対する回答を公表します。
■提出先・問い合わせ先　市企画課
企画調整係（市役所４階、〒027-8501
（住所不要）、☎68-9064、h63-9114、
Ckikaku@city.miyako.iwate.jp）

就学援助（新入学用品費）の
入学前支給のご案内

市学校教育課

　令和２年４月に市内の小・中学
校に入学する児童生徒の保護者のう

ち、収入金額などが就学援助の要件
に該当する人に、就学援助の新入学
用品費を入学前に支給します。支給
時期は入学前（３月）です。12月中
にチラシを送付します。
■問い合わせ　市学校教育課学校教
育係（☎68-9116）

防災行政無線の放送内容を
メールでお知らせします

市危機管理課

　市では、12月15日㈰から、防災行
政無線で放送した内容（火災情報を
除く）を「いわてモバイルメール」
で配信します。メールの受信を希望
する人は、市ホームページ
（Ahttps://www.city.miyak
o.iwate.jp/kikikanri/musen

information
宮   古   市   役   所     ☎62−2111
（宮町一丁目１の30、イーストピアみやこ内）

田 老 総 合 事 務 所   ☎87−2111
新 里 総 合 事 務 所   ☎72−2111
川 井 総 合 事 務 所   ☎76−2111

東日本大震災の被災者へ
義援金を交付します

市環境生活課

※12月１日現在の「人口と世帯」と11月中の「人口のうごき」は　次号１月
１日号に掲載しますので、ご了承ください

　

施設名
12月 １月

26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市役所、各総合事務所、各出張所、各保
健センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休

イーストピアみやこ ■ 休 休 休 休 休 休
休日急患診療所 休 休 休 休 休 休
田老診療所、新里診療所、川井診療所、
川井歯科診療所 休 休 休 休 休 休 休 休 休

中央公民館分館、千徳・山口・宮町・重
茂・崎山・花輪・磯鶏・津軽石・鍬ヶ崎・
田老・小田代・末前・畑の各公民館

● ◎ 休 休 休 休 休 休

市立図書館・各分室 休 休 休 休 休 休
新里生涯学習センター、川井生涯学習セ
ンター、北上山地民俗資料館 休 休 休 休 休 休

市民文化会館 休 休 休 休 休 休
崎山貝塚縄文の森ミュージアム 休 休 休 休 休 休 休
市民総合体育館 休 休 休 休 休 休
姉ヶ崎サン・スポーツランド 休 休 休 休 休 休 休 休 ★
フラットピアみやこ／勤労青少年ホーム 休 休 休 休 休 休
シートピアなあど ▲ 休
みやこ斎苑 休
小田代山荘 休 休 休 休 休 休
安庭山荘 12月１日～令和２年４月中旬まで休業
県立水産科学館 休 休 休 休 休 休 休 休

■イーストピアみやこ…12月28日㈯は午後６時で閉館
●磯鶏公民館…12月26日㈭休館（木曜日は定期休館日）
◎鍬ヶ崎公民館…12月27日㈮休館（金曜日が定期休館日）
★姉ヶ崎サン・スポーツランド…１月５日㈰にプール開き式あり（９㌻参照）
▲シートピアなあど…12月31日㈫は午後２時で閉館
※中央公民館は台風19号の被災により当分の間休館となります。

年末年始の主な公共施設の休業・休館日について
　市役所の業務は、12月28日㈯から令和２年１月５日㈰まで休みます。
出生・死亡など戸籍に関する届け出は当直の職員が受け付けます。

（　 は休業日または休館日）■休
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年末年始のごみ収集などについて

【表１】年末年始のごみ収集、ごみの持ち込み、し尿のくみ取りの稼働状況

区分 地域
12月 １月

28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５
土 日 月 火 水 木 金 土 日

ごみ 
収集

宮古 休 休 休 休 休
田老 休 休 休 休 休
新里 休 休 休 休 休
川井 休 休 休 休 休

ごみの持ち込み 休 休 休 休 休
し尿のくみ取り 休 休 休 休 休
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　12月31日㈫までは通常通りの日程で
ごみを収集します（右の【表１】参照）。
　また、ごみの持ち込みと、し尿のく
み取りも、右の【表１】のとおりお休
みしますので、ご注意願います。

【表２】正月（三が日）にごみ収集日が重なっている地区のうちで代替収集を行う地区とその収集日
地域 通常収集日 地区および収集物の種類 代替収集日

宮古
１月１日㈬ 燃やせるごみ（毎週水曜日収集の地区） １月４日㈯に代替収集をします
１月１日㈬ 燃やせないごみ（毎月第１水曜日収集の地区） １月４日㈯に代替収集をします

田老

１月１日㈬ 摂待、摂待和野、畑、水沢の「燃やせないごみ」 １月４日㈯に代替収集をします

１月１日㈬
青倉、青野滝、重津部、小田代、小堀内、新田、摂待、水沢、
養呂地、グリーンピア三陸みやこの「缶、ペットボトル、
プラスチック製容器包装、瓶」

１月11日㈯に代替収集をします

１月２日㈭ 青野滝、重津部、新田の「缶、ペットボトル、プラスチッ
ク製容器包装、瓶」 １月11日㈯に代替収集をします

１月２日㈭ 青野滝、重津部、和野、新田の「紙製容器包装、白色ト
レイ、有害ごみ・缶」 １月14日㈫に代替収集をします

１月３日㈮ 摂待和野、畑の「燃やせるごみ」 １月７日㈫に代替収集をします

１月３日㈮ 小堀内、摂待、水沢、グリーンピア三陸みやこの「紙製
容器包装、白色トレイ、有害ごみ、缶」 １月７日㈫に代替収集をします

新里
１月１日㈬ 和井内の「燃やせないごみ」 １月４日㈯に代替収集をします
１月１日㈬ 和井内の「缶、瓶、ペットボトル」 １月４日㈯に代替収集をします
１月２日㈭ 和井内の「新聞、雑誌、段ボール、紙パック」 １月４日㈯に代替収集をします

川井

１月１日㈬ 門馬の「燃やせるごみ」 12月30日㈪に代替収集をします
１月１日㈬ 川井の「粗大ごみ」 １月６日㈪に代替収集をします
１月２日㈭ 江繫、小国、川井の一部の「燃やせるごみ」 12月31日㈫に代替収集をします
１月３日㈮ 川井の「缶、ペットボトル」 12月31日㈫に代替収集をします

問い合わせ　【収集】市環境生活課きれいなまち推進室（☎64−6488）
　　　　　　【持ち込み】宮古地区広域行政組合施設課（☎64−7111）

※  休 はごみの収集がない日
　  休 はごみの持ち込みができない日・し尿くみ取り依頼ができない日

■令和２年１月１日㈬〜３日㈮はごみの収集は行いません

■１月１日㈬〜３日㈮に収集日が重なっている一部の地域では代替収集を実施します
　正月（三が日）にごみ収集日が重なっている地区
の一部では、別の日に代わりの収集日を設ける「代
替収集」を行います。代替収集を行う地区や代替収
集日は下記【表２】の通りです。

【注意】年末年始の小山田のごみ処
理場は混雑が予想されます。ごみを
持ち込む場合、ごみはあらかじめ分
別しておき、時間に余裕を持って搬
入してください。
　搬入時間は、午前が８時30分～正
午、午後が１時～４時30分です。

【注意】代替収集日は通常の収集時間と異なりま
す。代替収集日にごみを出す場合は、必ず収集日
当日の午前８時までに、集積場に出してください。

ホームページ
http://www.city.
miyako.iwate.jp

広
報 2019.12.15 ⓬

みやこハーバーラジオ放送中！　FM82.6MHzのほか「リスラジ」「サ
イマルラジオ」でも聴取可。f77−3936、C826＠miyakofm.com

マチイロ

(iOS) (Android)
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